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第 14 期西日本区前半期を振り返って
ワイズメンズクラブ全ての皆様に感謝申し上げます。

第 14 期西日本区の理事を拝命し、私が最も信頼するキャビネットや事業主任の皆さま、そして各部の部長様に

絶大なご協力を戴き、クラブのメンバーの皆さまに助けられ、前半期を無事に経過することが出来ました。9 部の

部会や記念例会に出席させていただき、大きく感じました事は、私の今期の方針として基本に戻り誠実に区や部の

運営が行われますようにお願いをしてまいりましたが、各部会におきましても、この方針がしっかりと守られ部会

の中に大きなワイズ魂を感じさせて頂くことができたことでございます。私達はいつも慢心することなく、信念を

もって後半期に集大成をまとめるべく活動を続行していきたいと思っています。これからは以前と違った日程の中

で、諸活動報告を戴くことになります。日程、日限に間に合うように役員の皆様にはご努力をお願い致しますとと

もに、メンバーの皆様のさらなるご協力をお願い申し上げます。

○ＹＭＣＡサービス・ユース事業にはユースを育てる大切な役目があります。この事業のために事業主任は京都に

て開かれましたユース研修会に出席し有意義な話し合いがなされました。今期には国際ユースインターンとして

姫路Ｙ-3 の橋崎真美さんがスイスジュネーブで活躍されています。

○地域奉仕・環境事業におきましては各事業に対して行われますＣＳ活動の資金援助が開始されています。今期は

昨年度のメンバー減少に大きく危機感を覚え資金援助もかなり厳しくなり申し訳なく思っています。

また、期初めに皆様にお送りいたしました環境ステッカーをなにとぞ車に貼っていただき環境に取り組むワイズ

メンズクラブの名前を日本国中に広めてください。ＣＳ・ＴＯＦ献金もよろしくお願い致します。

○ＥＭＣ事業は 2000 チームと共に活動されメンバー減少分を確実に一歩一歩と増加に導いておられます。

これから後半期の各クラブのＥＭＣにかける情熱に期待するものであります。今期は 2 クラブのチャーターが

予定され、すでに 1 クラブはチャーターされています。

○ファンド事業は毎年献金をお願いすることが多い事業です。しかしこの献金がなければ国際協会の運営自体が悪

化し諸事業が停止してしまいます。ＢＦ資金がなければ海外への渡航や見聞を広げるための費用もままならなく

なり海外からのＢＦデレゲートも受け入れが困難となります。自国だけのワイズではありません、各国へ出かけ

知識を習得できるのもこの献金のおかげです。他にＥＦやＪＷＦ献金もご承知の通りです。

○交流事業はＩＢＣ・ＤＢＣともに好調で、すでに目標を達成されていますが、さらにＩＢＣ・ＤＢＣの結ばれて

いないクラブや現在親交のないクラブへの交流親交を促す事をおこなっていく事が大切であり事業自体の発展に

繋がることと思います。

○広報事業は各事業主任の要望や自活動で得たワイズの情報をいち早くメンバーに知らしめる大変重要なポストで

もあり、この情報を得て各部に活動の動きがでます。部会であれ記念例会であれ全ての西日本区で行われている

事業や奉仕活動を広報する役目を担っています。逆を言えば、大切な事業を部長様あるいは会長様が広報に連絡

していただき情報をご提供戴くことが大切です。

○メネット事業は今期大きな支援体制で「豊島神愛館」の支援活動に取り組んでいます。現在では各部会で大きな

ご支援を戴きました。部やクラブではコンサートを開いたりいろいろと事業をしていただき大きな支援を戴いて

います。この支援についてはメネット主任がご説明の通り神愛館が一番望んでおられる交通手段の軽自動車を送

ることになっています。皆様のご支援のおかげであと一歩まで来ています。なにとぞ後半期も変わらぬご支援を

お願い申し上げます。

後期には、献金・報告等多くの期日がございます。是非ともこの期日をお守り頂きます様、お願い致します。

理事通信



12-1　12月度強調月間　ＥＭＣ－Ｍ

会員同士の親睦を深め、クラブ発展の為の礎を築こう。 西日本区 2000 名に向かって！

新山　兼司ＥＭＣ事業主任

　

12-2 第２回西日本区役員会が開催されました。

2010 年 11 月 13 日～14 日ホテルクライトン新大阪

にて第２回西日本区役員会が開催されました。

田中雅博会計より、既に各クラブ様へご連絡済の通り、

国際プログラムにおける US$建て献金の円換算レート

を今期においては、１＄＝￥１００にて換算する事に

決定した他、多くの西日本区における懸案が審議され

ました。詳細に付きましては、来春に発行されます区

報２号に、議事録を掲載させて頂きます。又、前期区

報３号に掲載されました第１３回西日本区大会（広島）

の決算案・余剰金処分案に付きましては、実行委員会

　　において再精査頂き次回第３回役員会にて審議することとなりました。

役員会の冒頭、仁科保雄理事より今夏横浜にて開催されました第 69 回国際大会藤井寛敏ホストコミッティー

委員長の大会開催に際しての西日本区・メンバーの協力に対するお礼状が披露されました。その中で、大会

の収支において、いくらかの余剰金が出る予定であることも併せて、ご報告がございました。

12-3 IPE 選挙が実施されます

　　理事通信１１月号でお知らせ致しました次期における次期国際会長選挙が告示されました。これに伴い、

　　各クラブ会長様宛、候補者略歴と共に、投票用紙をご送付させて頂いています。

　　投票の締切は、2011 年 1 月 14 日国際協会到着分までとなっていますので、同封しています封筒に切手を貼

　　って頂いた上、郵送期間のことも考え１２月末までには、ご投函頂きます様、お願い申し上げます。

　　私達が所属致しますアジアエリアスリランカ区から元アジア会長として、大いにお働き頂きました

　　Rita HETTIARACHCHI (Sri Lanka Region, Asia Area)ワイズが候補者となっておられます。

　　後お二人の候補者は、

　　　インドエリアから　　　　Philip MATHAI (Mid West India Region, India Area)ワイズ

　　　South Pacificエリアから、 William (Bill) SCHMIDT (Australia Region, South Pacific Area)ワイズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上３名の皆様です。

12-4 後期半年報について

　　　１２月中旬を目処に、後期半年報のご案内を各クラブ様にご案内致します。西日本区の現状を把握する

　　　大切な資料です。必要事項をご記入の上、2011 年 1 月 10 日までに、所属部部長へご提出お願い致します。

　　　尚、後期半年報の用紙は、区ホームページの「資料庫」からダウンロードして頂けます。

　　　前期半年報ご提出時に、古い書式にてご提出のクラブがございましたので、ご注意下さい。

　　　ダウンロードページ：http://www.ys-west.or.jp/7shiryoko.files/syoshikitop.files/002hannenato.doc

12-5 クリスチャニティー特別委員会よりアンケートが実施されます

　　　　　前回クリスチャニティー特別委員会のアンケートが２００４年に実施されてから、６年が経過しました。この間、皆様から

　　　　　寄せられたアンケート結果を参考にしながら、特別委員会としての活動を進めて頂いておりますが、今回、2011年
　　　　　1月度に改めて、現状を把握するためのアンケートが、特別委員会により実施されることが、第２回役員会で承認され

　　　　　ました。１月理事通信と共に、アンケートをお届け致しますので、ご協力宜しくお願い申し上げます。

http://www.ys-west.or.jp/7shiryoko.files/syoshikitop.files/002hannenato.doc


12-6　 次期区役員研修会が開催されます

　　　　　2011年1月9日～10日にかけて、ホテルクライトン新大阪において、次期区役員研修会が開催されます。

　　　　　対象は、次期部長の皆様、次期事業主任の皆様、次期区キャビネットの皆様です。

　　　　　講師としてご奉仕頂きます皆様と共に、現各役員も参加し、次期を担って頂きます皆様が、万全のご準備をして頂け

　　　　　る様にとの研修会です。次期部書記・会計の皆様にも参加して頂くことが出来ます。御予定下さい。

　　　　　対象の皆様には、別途ご案内を差し上げます。

　　　　　次期会長・主査の皆様の研修会は、明年３月１２～１３日の開催予定でございます。

12-7 　国際統一事業（ＵＧＰ）ロールバックマラリアについて、ご協力のお願い

　　　　 理事通信１１月号にて、国際協会よりの連絡をお伝え致しましたが、西日本区における取り組みが、地域奉仕・環境

　　　　　事業より発表されました。

　　　　　　　 ○「マラリア感染予防パッケージ」　１セット　８００円

　　　　  ○クラブ目標は、各クラブの自主判断でお決め頂きます。(少しでも多くご協力をお願いします。)
          ○献金締切：2011 年 2 月 15 日(但し、UGP は５年継続です。締切後も受け付けます。)
　　　　　○献金方法：西日本区払込取扱票にて　(摘要欄に　ＵＧＰ（ＲＢＭ）と記載の上、金額を記入して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お振込み下さい。)

お手数ですが、ご協力下さいましたクラブにおきましては、ＦＡＸ又は e-mail にてクラブ名・献金額を、林良廣地域奉仕・環

境事業主任まで、お知らせ頂きます様、お願い申し上げます。

12-8　ＥＦゴールデンブック掲載基準の変更について

　　　 Endowment Fundにおけるポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェローの名称が与えられ、国際の

　　　 Golden Bookにお名前が記載される基準が、長らくUS＄100以上の献金者と定められていましたが、

　　　 ２０１１年４月１日よりＵＳ＄１２０以上の献金をして頂いた方と変更になります。

　　　 西日本区におきましては、2011年2月15日までに、ご献金頂いた方の献金に付きましては、後期国際会費

　　　 他の資金と共に、国際へ送金いたしますので、現状ご献金頂いた方並びに、２月１５日までにご献金協力

　　　 頂ける方に付いては、US$100と変わりませんが、それ以降にご協力頂ける方については、ご注意下さい。

　　　 尚、US$1,000以上の献金者に贈られるオナロール・メンバーの基準については、変更はございません。

12-9　西日本区事務所　年末・年始休暇について

西日本区事務所は１２月２９日（水）～１月５日（水）まで、お休みいたします。緊急の連絡に付きましては、西日本区

理事・書記・理事事務局にて対応させて頂きます。

＊ 理事通信への掲載

「クラブの周年例会」や「部・クラブ事業」等で、西日本区の皆様に知らせるべきことがある場合、理事通信に掲載が可

能な場合がございます。毎月 20 日までに、理事事務局まで、ご連絡下さい。

理事事務局　大槻　信二（京都センチュリークラブ）

〒611-0021　京都府宇治市宇治御廟 67-1　レオーネ南陵 105
e-mail: die@pa3.so-net.ne-jp  FAX:0774-28-5888
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